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ヤーコプ・ファン・リースフェルトの聖書
̶̶宗教改革期アントウェルペンにおけるテクスト、イメージ、印刷物̶̶

石田友里

はじめに

　ルターに始まる 16世紀宗教改革は、カトリックの伝統的儀式が持つ権威を退け、
「聖書のみ」という原理を打ち出し、聖書の重要性を決定的にした（1）。ルターのドイ
ツ語訳聖書（以下、ルター訳聖書）が、印刷術の発展を受けて多数印刷されたことを皮
切りに、地理的量的に普及した「聖書」という書物を多くの人が手に取るようになっ
たとされる。同じ頃、国際貿易で栄えた商業都市アントウェルペンでも、商品の流通
網の発達、識字率の上昇などを背景に印刷・出版業が最盛期を迎えることになり、約
66の印刷業者がネーデルラントにおける出版の 55パーセントを担っていた（2）。ル
ターの宗教改革運動は、彼の著作とともにアントウェルペンの印刷業界にも大きな影
響を与え、1520年代から 30年代にかけてアントウェルペンは宗教改革派書籍出版の
拠点となる。ルターの著作やルター訳聖書がオランダ語やラテン語で出版されたほか、
宗教改革派の教理問答や信仰告白集などが、16世紀半ばまで常に刊行されていた（3）。
一方で、そうした潮流を懸念した聖俗の権力、すなわちローマ教皇や神聖ローマ皇帝
は、宗教改革派の教えを広める「異端」の印刷物の取り締まりや印刷・出版業者に対
する弾圧を始める（4）。

１．本稿の目的

　『リースフェルト聖書』は、こうした状況下で既存のルター訳聖書に基づいて刊行
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された聖書のひとつだった。アントウェルペンで活躍した印刷業者ヤーコプ・ファン・
リースフェルト（1490頃 -1545年）は、1526年、旧約聖書と新約聖書を揃えた初の完
全版オランダ語聖書を出す（5）。従来のオランダ語聖書は、旧約または新約の一部の
みの出版で挿絵もほとんどないものだったが、この『リースフェルト聖書』を皮切り
に、挿絵が豊富に施された完全版オランダ語聖書が次々と登場する（6）。オランダ語
聖書の歴史に記念碑的業績を残したリースフェルトだが、印刷した書籍が宗教改革期
の取り締まりの対象となり、1545年に処刑されてしまう。さらに 1546年の『ルーヴェ
ン禁書目録』で、『リースフェルト聖書』は異端書として禁書指定を受けることになっ
た。その後、ネーデルラントの宗教改革派によって読み継がれた『リースフェルト聖
書』を通して、リースフェルトは新しい改革派の教えを広めるためにオランダ語聖書
を出版し、信仰を貫いた「神の言葉の殉教者」と見なされるようになった（7）。
　しかし近年の研究では、リースフェルト自身の信仰に関する歴史的根拠の希薄さか
ら、そうした従来のリースフェルトのイメージには疑問が呈されている（8）。リース
フェルト自身の信仰が、聖書の出版に直接結びつくものでなかったとするのならば、
リースフェルトの聖書はどのように位置付けられるのだろうか。宗教改革派の聖書と
見なされる『リースフェルト聖書』だが、その版画挿絵には、同時代のドイツで出さ
れた宗教改革派のビラやパンフレットに見られるような、カトリックへの批判や偶像
崇拝に対する非難といった視覚的プロパガンダは見当たらない。さらに、宗教改革派
の思想を表現していると従来考えられてきた図像は、実際はカトリック、宗教改革派
の聖書の両方に使用されていたことも明らかになっている（9）。したがって、これま
で指摘されてきたような特定の図像が、宗教改革派の聖書の目印となっているとは考
えられない。しかし、リースフェルトの聖書は取り締まりの対象となり、宗教改革派
の聖書と見なされてきた。それでは、『リースフェルト聖書』には実際どのような特
徴があるのだろうか。
　本稿では、『リースフェルト聖書』のテクストとイメージ、とりわけタイトルペー
ジと旧約聖書の版画挿絵に注目してその特徴を明らかにし、当時の社会的背景と合わ
せて考察する。宗教改革期は、聖像論争やイコノクラスムという出来事に代表される
ように、言葉とイメージと信仰とが絡み合う視覚文化再編のときだった。この時期の
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イメージ研究の分野では、C・E・エーラらが神学的議論に着目し、D・フリードバー
グなどが宗教改革期後の図像解釈に注目してきたが、近年 F・ディーツらの研究がま
とめられ、言葉とイメージと信仰を結びつける場としての印刷物への注目が高まって
いる（10）。本稿では、宗教改革が始まって間もなくアントウェルペンで出された『リー
スフェルト聖書』の特徴を明らかにすることで、宗教改革派のアイデンティティー形
成の過程に関わる印刷本聖書のイメージがどのように用いられていたのか、どのよう
な役割を果たしたのかを検討する。この印刷物を文化的・宗教的・社会的背景が交差
する場として浮かび上がらせ、16世紀前半から半ばにかけてのアントウェルペンに
おける宗教改革期イメージ研究の第一歩としたい。

２．『リースフェルト聖書』の特徴１̶̶タイトルページ

　まず、タイトルページの意匠について注目する（11）。本の宣伝という商業的役割
と、本の保護という実用的機能を兼ね備えたタイトルページのデザインの発展につい
ては、ドイツのルーカス・クラナハ工房の貢献が有名だが（12）、『リースフェルト聖
書』のタイトルページも独自のデザインを確立している。個別の装飾版木を組み合わ
せて刷るのではなく、フォリオ判の木版一枚に彫り出された枠内に、別途活字のテク
ストが印刷されている。『リースフェルト聖書』オリジナルのタイトルページであり、
1526年以降、リースフェルトが出版する聖書に用いられた（13）。
　全体は、貝殻装飾天井を持つニッチを表したルネサンス風の建築的要素と、5人の
人物像、2人のプットーが支えるプリンターズ・マークから成り立っている。天井部
には十戒の板を指差すモーセがおり、その下のタイトル枠を取り囲むように、左右の
柱に 2人ずつ、パネルを身体の前で支える人物が立っている。パネルに書き込まれた
聖書の引用から、この 4人の人物像がそれぞれヨシュア、ダヴィデ、マルコ、ヨハネ
を表しているのが分かる（14）。

　『ヨシュア記』1章〔8節〕、この律法の書を口から離すことなく、昼も夜も口
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ずさみ〔そこに書かれていることをすべて忠実に守りなさい〕。『詩篇』19章〔9節〕、主
の戒めは清らかで、目に光を与える。『マルコによる福音書』16章〔15節〕、全世
界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。『ヨハネの手紙 二』
10節、この教えを携えずにあなたがたのところに来る者は、家に入れてはなり
ません。挨拶してもなりません（15）。

　旧約と新約の人物が画面左右に対置される構図は、『リースフェルト聖書』を構成
する新旧両約聖書の対を表す。これらのテクストは「神の言葉」、すなわち聖書の重
要性を訴えていると解釈される（16）。さらに言えば、そのメッセージは直接読者へ投
げかけられており、聖職者による仲介などなくとも、読者自身が聖書の言葉へ直に接
することを呼びかけていると考えられる。
　この特徴は、同時代の他の聖書のタイトルページと比較するとより明らかになる。
例えば、アントウェルペンのウィレム・フォルステルマンが 1528年に刊行した『フォ
ルステルマン聖書』のタイトルページが挙げられる（17）。『リースフェルト聖書』に
続く２番目の完全版オランダ語聖書となる『フォルステルマン聖書』は、タイトル枠
内のテクストでカトリックの伝統に沿う「ウルガタ訳に基づいて改訂」された「検閲
済（Cum Gratia et Privilegio）」の聖書と謳われ、カトリックの正統な聖書であることが
強調されている（18）。この 1528年版のタイトルページは、合わせて９枚の枠組み装
飾から成り立っており、旧約聖書のタイトルページと新約聖書のそれとで変化がつけ
られている。旧約聖書の方は、タイトルを挟んで左右に預言者イザヤ、エレミヤ、ダ
ニエル、エゼキエルの４人が描かれている。下部には、画面に向かって左から右にス
ペインの枢機卿の紋章（19）、神聖ローマ皇帝とアントウェルペン市の紋章、フォルス
テルマンの印刷工房の屋号「金の一角獣」を示す紋章が並ぶ。こうした紋章には、後
ろ盾となる権威を提示する狙いがあったと考えられる。
　タイトルページ上部には、ハンス・ホルバイン（子）の作品を原型とする聖三位一
体の枠組み装飾が用いられている。この図像では中央の父なる神の右側に、脇腹の傷
口を示しつつ左手で人間救済のとりなしを行うキリストが立っている。下部の銘文に
「唯一の主、〔そして〕主と人の唯一の仲介者、人間イエス・キリスト、彼はあらゆる
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人に自らの贖いの恩恵を与える」とあるように、神と人間の仲介者としてのキリスト
の姿が描かれている（20）。この「インテルセッシオ・クリスティ」の図像は、『フォ
ルステルマン聖書』以前にもタイトルページに用いられていた（21）。こうした図像は、
聖書の読み手の態度に関して聖なる言葉への直接的なアクセスよりも、間接的な関わ
りの方に重きを置いた表現として解釈することができるだろう。
　以上のようにタイトルページを比較すると、直接的に提示される「神の言葉」と間
接的に受け渡しされる「神の言葉」という違いが立ち現れる。すなわち、『リースフェ
ルト聖書』のタイトルページは、とりなしの必要のない、直接読者へ向けられた聖書
を表象するものとして浮かび上がってくるのではないだろうか。オリジナルのイメー
ジとテクストで提示された、聖書を手に取る人への直接的な呼びかけは、斬新な意匠
を目指した印刷業者リースフェルトの野心を映し出すとともに、宗教改革派の理念「聖
書のみ」を表すものだったと言えるだろう。

３． 『リースフェルト聖書』の特徴２̶̶旧約聖書の図像

　次に、旧約聖書の図像を検討する。1526年の『リースフェルト聖書』では、全部
で 48の挿絵のうち 41が旧約聖書部分の挿絵であり、それは主に『リースフェルト聖
書』が手本としたルター訳聖書からの引用とされる（22）。
　内容を詳しく見てみると、旧約聖書の祭具や建築物の図像には、大きな版木が用い
られ、ページのレイアウトのなかで目を引く要素となっている。こうした図像のう
ち、1526年版から 1542年版まで使い続けられたものをまとめるとある特徴が浮かび
上がってくる【表１】。『出エジプト記』の版画挿絵は、十戒をモーセが授かり、イス
ラエルの民と主の契約が結ばれるときモーセが主から受けた指示を説明するものであ
る。それは主のための聖なる場所、臨在の幕屋を作るためのものであり、掟の板を収
める箱、主が降りる贖いの座、捧げ物をする机、燭台などの祭具、幕屋を覆う幕と壁板、
祭壇、庭、手足を清めるための水盤などの大きさ、材質、作り方が細かく指示されて
いる。また『列王記上』の版画挿絵は、ソロモンによる主の神殿建築を説明している。
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神殿の内部には、臨在の幕屋から移された掟の箱が安置され、神殿の備品・祭具が用
意される。これらの建物の完成は主の約束の成就、イスラエルの民との契約の確認を
表す。すなわち、こうした版画挿絵には、神との契約・掟を収める箱、幕屋、神殿な
どを構築する過程が描かれていると言える。
　これら主との契約を整えるための品々を表す版画挿絵の特徴として、祭具や建造物
の描写を強調するかのように、ページの３分の１以上のスペースを占めていることが
指摘できる。例えば、1528年の『フォルステルマン聖書』にも、祭具や建築物の描
写は見られる。これらは『リースフェルト聖書』の場合と同じく、1523年のルター
訳聖書の版画挿絵を原型とするものだった（23）。しかし、その後の 1532年に改めて
刊行された『フォルステルマン聖書』では、1528年版の版木は変更され、新しい挿
絵が使われると同時に、挿絵がフォリオ判のページに対して占めるスペースはより小
さくなっている（24）。
　そうしたなか、『リースフェルト聖書』が 1526年から同じ版木を使い続けたことは
注目に値する。凸版の活字と木版画は組み合わせて印刷されるが、章の冒頭などにテ
クストの幅と同じサイズの挿絵を入れる方が、ページのレイアウトを容易に行うこと
ができたと考えられる（25）。『リースフェルト聖書』におけるテクストと挿絵の関係
をよく見ると、活字と版画挿絵が重なりそうな部分など、レイアウトに試行錯誤した
跡が見られる。書物を出版する 1526年以前に制作、あるいは購入した版木が元々大
きめのものだったとしても、レイアウトに苦心しながら同じ版木を敢えて使い続けた
とするならば、そこに何らかの意味を見出すことができるのではないだろうか。
　先行研究において、こうした図像は書物の装飾というよりもむしろ、聖書解釈のた
めの図像だと考えられてきた（26）。その根拠として、中世フランスの学僧リールのニ
コラウスの著作『全聖書注解』が指摘されている（27）。14世紀の第二四半期から数
多くの写本によってヨーロッパ中に普及した『全聖書注解』には、豊富な挿絵が付け
られており、旧約聖書の祭具などの描写に影響を与えた。1481年には、ニュルンベ
ルクのアントン・コーベルガーの工房から 40ほどの挿絵付きで印刷本として刊行さ
れている（28）。
　こうした印刷本『全聖書注解』の挿絵の表現は、確かに『リースフェルト聖書』に
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見られるものと類似性を持っている。一方で、『リースフェルト聖書』は 1526年版に
初めて出された時点では、挿絵全体の数が限られていた上に、コーベルガーの『全聖
書注解』の図解に見られるような彫り込まれた文字による説明も付け加えられていな
い。このことから、『リースフェルト聖書』の挿絵は、聖書のテクストの内容を単に
図示するイメージにとどまるものではないと考えられる。
　リールのニコラウスに先んじて、聖書に関する視覚的イメージの効果を説いた人
物に、12世紀フランスの学僧サン・ヴィクトルのフーゴーがいる（29）。彼の著作は、
15世紀末から 16世紀始めにかけて、ヴェネツィア、パリ、ストラスブール、アウク
スブルクなどを中心に出版されている（30）。フーゴーは中世に発展した聖書解釈法を
用い、旧約聖書の「ノアの箱舟」を取り上げ、それを私たちの目に見える信仰心構築
の規範として示した。フーゴーは「あなたに霊的構築物の規範として示すのはノアの
箱舟です。〔箱舟を〕あなたの目は外的に見るでしょう。そして、あなたの魂は内的に
〔その箱舟と〕似た物へ作り上げられることになるでしょう」のように述べている（31）。
ここで、視覚的イメージとして身体の目で見ることのできるノアの箱舟建造の過程は、
キリストが作った教会になぞらえられ、最後に人々の内的な信仰を作り上げる過程と
して解釈されている。
　このように、キリスト教の教えに基づいた信仰生活を築き上げていく過程を、神殿
や教会の建設にたとえることは、聖書解釈の上で伝統的に行われてきたことだった。
イメージを通して、学んだことを反芻しつつ瞑想することは、信徒を物質的な領域か
らより良きものへの宗教的、精神的上昇に導くとされ、そこにはキリスト者としての
精神的啓発が期待される。
　これをふまえた上で、神との契約・掟を収める箱、幕屋、神殿などを構築する過程
を描いた『リースフェルト聖書』の版画挿絵を見ると、視覚化された聖書における構
築物は、読者の信仰心構築の表象として浮かび上がってくるだろう。別の言い方をす
れば、神との契約のためのそれらの図像は、人々の信仰の拠り所である「聖書」その
ものの寓意として解釈することができるのではないだろうか。『リースフェルト聖書』
のタイトルページで、聖ヨハネが示していた聖句は、キリストの教えを携えて来る場
所を「家」に例えている（32）。このテクストは、それを取り囲む建築的な意匠とあい
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まって、まさに神聖な構築物としての聖書を表しているように思われる。ここに、「神
の言葉」を収める書物のかたちをした構築物としての聖書が示されていると言えるだ
ろう。

４．印刷業者に対する規制と処罰

　最後に、『リースフェルト聖書』を取り巻いていた当時の社会的背景を明らかにする。
1545年５月 22日のアントウェルペン市の裁判記録から、リースフェルトが印刷した
書物について裁判で糾弾されており、さらに同年 11月 27日の記録から、リースフェ
ルト自身の訴えも虚しく死刑に処されたことが分かる。

　ヤーコプ・ファン・リースフェルトに対して裁判長̶̶裁判所にて挙げられた
〔リースフェルトの印刷した〕それらの書籍は違法であるとした。我らが慈悲深き神
聖ローマ皇帝陛下が長年施行なさってきた勅令〔に鑑み〕…（33）。
　ヤーコプ・ファン・リースフェルトに対して裁判長̶̶判決が下された。裁判
所での釈放要求は却下。審議されたこの件に関して被告人は、〔要求が〕認められ
なかった。…〔中略〕死刑執行（34）。

　リースフェルト処刑の原因になったとされる 1542年版の『リースフェルト聖書』
には、ルターの教えに依拠する新しい欄外注が追加されている（35）。このルターの注
釈に依拠する欄外注の内容が、リースフェルトの宗教改革派の思想を提示していると
解釈されたことが、処刑の要因になったとも考えられている（36）。
　このように、『リースフェルト聖書』に宗教改革派の思想が提示されている一方で、
リースフェルトの出版業績にはカトリックの教書やビラも認められることは注目に
値する。例えば、16世紀、同時代の人々の間で既に有名だったカトリックの弁証家
アンナ・ベインスの著作『リフレイン Refereynen』（1528年）を取り扱ったほか、1540

年代からは、神聖ローマ皇帝カール５世による「異端」取り締まりの勅令などの印刷
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も手がけている。また、リースフェルトが出版した聖書以外にも、ルター訳聖書に基
づく聖書、さらに言えば、ルター訳聖書を参照した『リースフェルト聖書』の内容を
模倣する聖書の出版が、当時のアントウェルペンでは盛んに行われていた（37）。以上
のことを考慮すると、宗教改革派の理念を孕む聖書の刊行は、印刷業者個人の信仰心
よりも、購買層の需要増加といった社会的要求が一番の動機となっていたと考えられ
る。
　また、16世紀の印刷物をめぐる規制と処罰に関しては、ルターが異端者とされそ
の著作の販売・購読の禁止が定められてから、検閲の義務化、禁書所持者への追放、
罰金、死刑まで、年代ごとに「異端」への対応の変化が見られる。例えば、1525年
２月 14日、アントウェルペンで出された異端書検閲に関する規定には「〔違反した者
には〕罰として〔異端の〕書籍を没収し、市民権を剥奪、さらにアントウェルペン市と
その辺境領から 10年間追放する」とある（38）。また、1540年９月 22日、異端根絶
のためにブリュッセルで出されたカール５世の勅令では「犯罪者と〔命令に〕従わな
い者に対しては、わずかの慈悲、偽り、猶予もなく、先に述べたような痛みを伴う厳
しい処刑によって〔対応する〕」とされる（39）。
　リースフェルトは処刑の 1545年以前にも、裁きの場へ呼び出されている。1536年
には、検閲を受けずに書籍を刊行したとして異端審問所で事情聴取を受けているが、
この時点では実際の刑を受けるには至っていない（40）。一方で、1542年には、リー
スフェルトと同じアントウェルペンの印刷業者だったアドリアン・ファン・ベルゲン
が異端信仰の罪で処刑されている（41）。
　以上のことから、リースフェルトの処刑が行われた 1540年代は、情報伝達媒体と
して当時大きな役割を果たしていた印刷物の取り締まりがさらに強化された時期だっ
たことが分かる。規制が厳重になった時代、『リースフェルト聖書』は異端視を免れ
得ず、リースフェルトの処刑によって当時の社会に対して異端信仰規制の効果が期待
されていたと考えられる。
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おわりに

　以上検討してきたことから、印刷物に対する規制が厳重になった時代、その内容、
形式ともに宗教改革派の聖書としての特徴を示す『リースフェルト聖書』は、異端視
をまぬがれ得なかったと考えられる。そのタイトルページには、読者に直接聖書を読
むよう促す独自の意匠が採用され、新しい信仰へと人々を誘う入口が表現されていた。
また、祭具や建築物の図像が目立つ旧約聖書の版画挿絵からは、聖書を読む人の信仰
心を築き、育てる寓意的表現を見て取ることができた。
　さらに、『リースフェルト聖書』は、人々の信仰心を形作る「聖書」そのものを表
象するイメージを内包しており、聖なる言葉を収めた構築物として読者に差し出され
ていた。それは人々の信仰心によって構築されるものとしての聖書でもあった。『リー
スフェルト聖書』はまさに、宗教改革派の理念「聖書のみ」と重なり合うかたちで世
に送り出だされたと言える。このような点に、宗教改革期アントウェルペンにおける
『リースフェルト聖書』独自の位置付けを見出せるのではないだろうか。
　本稿では、宗教改革期のイメージ研究の一環として『リースフェルト聖書』を取り
上げ、版画挿絵を中心に「もの」としての書物の形式的な特徴に着目した。これに
よって、16世紀前半のアントウェルペンにおいて宗教改革派の理念を体現する聖書
が、改革前の図像伝統を引き継ぐ一方で、新たな図像を発展させていたことが明らか
になった。『リースフェルト聖書』でも確認したように、版画挿絵という複数性を持
つ媒体の性質上、そこには様々なイメージの転用が見込まれる。印刷本聖書における
イメージの使用について、『リースフェルト聖書』以降の聖書の例をたどることを今
後の課題として、本稿を閉じることとする。
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　表１　『リースフェルト聖書』の旧約聖書の図像（部分）

主題 聖書対応箇所 1526年版の 
頁番号 サイズ 掲載年

掟の箱と香を
たく祭壇

『出エジプト記』
20:10-15,37:1-9; 30:1-5, 
37:25-28

f1v. 161× 107 mm
1526,1532,1534, 
1535, 1538, 1542

幕屋の壁板
『出エジプト記』
26:15-24, 36:20-22/ 28-
31

f4v. 160× 106 mm 上に同じ

幕屋を覆う幕 『出エジプト記』
26:1-3, 36:8-10

f5r.
161× 104 mm 〃

七枝の燭台、
供えのパンの
机、祭具

『出エジプト記』
25:23-40, 37:10-24

f5v.
163× 104 mm 〃

焼き尽くす
捧げ物の祭壇、
青銅の水盤

『出エジプト記』
27:1-8, 38: 1-7; 30:17-18, 
38:8

f6v. 160× 103 mm 〃

幕屋と幕屋を
囲む庭

『出エジプト記』
26:1-37, 36:8-37, 38:9-
20, 40:17-33

f8r. 161× 103 mm 〃

ソロモンの神殿 『列王記上』
6:2-6

H7v. 103× 82 mm 〃

ソロモンの宮殿 『列王記上』
7:1-12

H8r. 81× 104 mm 〃

青銅の柱と前庭 『列王記上』
7:15-22

H8v. 103× 81 mm 〃

鋳物の海 『列王記上』
7:23-26

H8v. 105× 80 mm 〃

青銅の水盤 『列王記上』
7:27-38

11r. 82× 104 mm 〃


